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要旨 

本稿は日本語の「ように」にあたるビルマ語表現について考察したものである。前田

（2022）の 15 個の用例を援用し、前田（2006、2022）の文法解説に従って分析を行っ

た。その結果、ビルマ語では前田（2006）の４用法のうち、「思考・知覚内容を表す

用法」を除いて、「類似事態を表す用法」「結果・目的を表す用法」「命令・祈願内

容を表す用法」を持っていることが確認でき、「ように」を“‑t̪ălò 系”と“‑ʔàuɴ/-pʰô 系”

に整理することができた。一方、「類似事態」を表す場合と「結果・目的」を表す場

合から派生したとみられる周辺的な用法を持つことも確認できた。‑t̪ălò は「並列」を

表す接続助詞として機能する場合があり、‑ʔàuɴは「程度・限度」を表す場合がある。 

 
This paper identifies the Burmese expression that corresponds to youni. The 15 examples given 

by Maeda (2022) were analysed according to the grammatical explanation proposed by Maeda 

(2006/ 2022). The results indicated that among the four usages proposed by Maeda (2006), it was 

found that Burmese language has “Appearance Similarity,” “Resultant Purpose,” and “Contents 
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of Utterance” except “Contents of Thought.” In Burmese, youni can be divided into two groups: 

the first one is ‑t̪ălò and the other one is -ʔàuɴ or -pʰô. In addition, Burmese has peripheral usages 

that derived from the “Appearance Similarity” and “Resultant Purpose.” -t̪ălò is used as a 

conjunctive particle for the Contrast, and -ʔàuɴ is used to express the Degree or Limit. 

 

キ-ワ-ド：類似，比喩，結果・目的，並列，程度・限度 

Keywords: Similarity, Simile, Resultant Purpose, Contrast, Degree or Limit 

 

はじめに 

 ビルマ語は日本語と同様基本語順が SOV 型であり、類型的な特徴も似ている。しか

し、その詳細においては多くの違いが観察される。本稿では、その違いの一つである、

日本語の従属節「ように」に対応するビルマ語の表現について記述を行うことにする。 

 日本語の「ように」には様々な用法があり、その「ように」にあたるビルマ語表現

は各用法によって異なる。前田（2006）では、従属節としての「ように」節は意味的

には「類似事態を表す用法」〈Appearance Similarity〉、「思考・知覚の内容を表す用

法」〈Contents of Thought〉、「結果・目的を表す用法」〈Resultant Purpose〉、「命

令・祈願の内容を表す用法」〈Contents of Utterance〉の４種に分類されており、以下の

ようにまとめられている。 

表 1：「ように」節の４分類（前田 2006: 4） 

主節に対して 

修飾・付加的 必須・補足的 

〈類似事態〉 〈思考・知覚内容〉 

〈結果・目的〉 〈命令・祈願内容〉 

 以下でこの４用法の説明として使われている例文にビルマ語の翻訳を付けておく。
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なお、特に断りがない限り、本稿でのビルマ語翻訳は全て筆者による。 

 

１．類似事態を表す用法〈Appearance Similarity〉 

 「ように」節が主節に対して修飾・付加的に従属し、主節事態の様々な様子、様態

を表す場合の用法である。 

 

A) 美那子は驚いたように叫んだ。(ibid.: 124) 

翻訳 A-1: mînâkò=ɡâ ʔâɴʔát̪îɴ=d̪wá=d̪ă=lò=nɛ̂ tʰâ~ʔɔ̀=laiʔ=tɛ̀. 

NAME=TOP spurise=AUX.cc=VS.RLS=like=INS stand~cry=AUX.dcsv=VS.RLS 

「美那子は驚いてしまったように叫び出した。」 

翻訳 A-2: mînâkò=ɡâ ʔâɴʔát̪îɴ=d̪wá=d̪ɛ̂ pòuɴzàɴ=nɛ̂ thâ~ʔɔ̀=laiʔ=tɛ̀. 

NAME=TOP spurise=AUX.cc=AC.RLS shape=INS stand~cry=AUX.dcsv=VS.RLS 

「美那子は驚いてしまった様子で叫び出した。」 

 

２．思考・知覚の内容を表す用法〈Contents of Thought〉 

「ように」節が主節に対して必須・補足的に従属する場合の用法である。 

 

B) 昨日は雨が降らなかったように思う。(ibid.: 124) 

翻訳 B-1: mănêɡâ mó+mă-ywà=d̪ă=lò=bɛ́. 

yesterday rain+not-fall=VS.RLS=like=DM.foc 

「昨日は雨が降らなかったようだ。」 

翻訳 B-2: mănêɡâ mó+mă-ywà=bú(=lô) tʰìɴ=dɛ̀. 

yesterday rain+not-fall=VS.NEG(=QUOT) think=VS.RLS 

「昨日は雨が降らなかったと思う。」 
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３．〈結果・目的を表す用法〉〈Resultant Purpose〉 

主節に対して修飾・付加的に従属し、一般に「目的」を表す場合の用法である。 

 

C) 試験に合格するよう（に）一生懸命勉強した。(ibid.: 124) 

翻訳 C-1: sàmébwɛ́ ʔàuɴ=bô((=lô)=ʔătwɛʔ) ʔăpaʔdăɡouʔ tɕózá=ɡɛ̂=dɛ̀. 

exam pass=PURP((=CAUS)=PURP) diligently try=AUX.def=VS.RLS 

「試験に合格するよう（に）一生懸命努力した。／試験に合格するために一

生懸命努力した。」 

翻訳 C-2:  sàmébwɛ́ ʔàuɴ=ʔàuɴ(=lô) ʔăpaʔdăɡouʔ tɕózá=ɡɛ̂=dɛ̀. 

 exam pass=PURP(=CAUS) diligently try=AUX.def=VS.RLS 

「試験に合格するよう（に）一生懸命努力した。」 

 

４．〈命令・祈願の内容を表す用法〉〈Contents of Utterance〉 

「ように」節が主節に対して必須・補足的に従属するが、意味的には命令・祈願の

内容を示す場合の用法である。 

 

D) 朝、電話をくれるよう（に）頼んだ。(ibid.: 125) 

翻訳 D: mănɛʔ-páiɴ pʰóuɴ+sʰɛʔ=pʰô hmà=dɛ̀. 

morning-part telephone+contact=PURP ask=VS.RLS 

「朝、電話をくれるよう（に）頼んだ。」 

 

上の例でみると「ように」にあたるビルマ語表現は各用法によって異なることが分

かる。例文 A)の「ように」には-t̪ă=lò（以下、グロス以外の箇所では‑t̪ălò にする）と

pòuɴ(zàɴ)、例文 C)には‑bô((=lô)=ʔătwɛʔ)と-ʔàuɴ(=lô)、例文 D)には‑pʰô が対応する。ま

た、例文 B)のような「ように思う」という表現にあたるビルマ語表現がなく、‑t̪ălò

「ようだ」または‑lô tʰìɴ「と思う」という表現に言い換えなければならない。 
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以上の翻訳から分かるように、「ように・ようだ」にあたるビルマ語は「類似事態

を表す用法」と「思考・知覚の内容を表す用法」のときの「‑t̪ălò/‑d̪ălò や pòuɴ(zàɴ)」

（便宜上‑t̪ălò 系と呼ぶ、以下同様）と「結果・目的を表す用法」と「命令・祈願の内

容を表す用法」のときの「‑ʔàuɴ と‑pʰô/‑bô」（便宜上‑ʔàuɴ/‑pʰô 系と呼ぶ、以下同様）

に大きく２グループに分かれる。なお、例文 B)の「ように思う」は直接ビルマ語にあ

たる表現がないため、ビルマ語においては「思考・知覚の内容を表す用法」が基本的

に存在しないと言っていいだろう（その類似表現については I.6 で後述する）。この４

分類に対応するビルマ語をまとめると、以下表 2 のようになる。 

表 2：「ように」節の４分類に対応するビルマ語（前田 2006: 4 を改変） 

主節に対して  

修飾・付加的 必須・補足的  

〈類似事態〉 〈思考・知覚内容〉 -t̪ălò 系 

〈結果・目的〉 〈命令・祈願内容〉 -ʔàuɴ/-pʰô 系 

 

以下、表 2を基に、「ように」節にあたるビルマ語表現について検討する。第 I章で

は「ように」の意味を用例とともに確認し、ビルマ語との対応を考察する。その際、

意味解説については、「ように」を包括的に扱っている前田（2006）に従い、用例分

析については「ように」を日本語学習者向けに分かりやすく説明している前田（2022）

を用いる。第 II 章では、それぞれビルマ語の‑t̪ălò 系と‑ʔàuɴ/-pʰô 系に関する文法事項を

補足し、第 III章では、「結果・目的を表す用法」に現れる‑ʔàuɴと‑pʰô の違いについて

考察する。なお、例文番号は、前田（2006）の「ように」節の４分類の例文は「A)～

D)」、前田（2022）の 15 個の例文は原文通り「例 1、例 2、など」にし、その他の例

文は「(1)、(2)、など」にしてある。 
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I. 日本語の「ように」の意味用法 

本章では、日本語の「ように」の意味を確認し、ビルマ語との対応を考察する。上

に述べたように、意味解説は基本的に前田（2006）に従うが、用例分析は、わずか 15

個の例文で「ように」の意味を簡潔に説明している前田（2022）に従う。 

まず、前田（2022）の「ように」と「ようだ」の文法解説を引用する形で紹介し、

次にその 15 個の例文と解説を参照しつつ、「ように」にあたるビルマ語表現を探る。 

前田（2022）によると、文末に使われる「ようだ・ようである」は、知覚情報から

得られた根拠に基づく（例えば調査データを見ての）判断、すなわち「推定」を表す。 

例 1 需要と供給には関係があるようだ。 

この「ようだ」は「ように」となって使われる場合が多く、例えば「ようになる」

「ようにする」という形がある。全体で一つの表現となり、「ようになる」は変化を、

「ようにする」は変化の引き起こしを表す。 

例 2 田中さんはフランス語が話せるようになった。（＝ように変化した） 

例 3 この場所を誰でも使えるようにした。（＝ように変化させた） 

正確には、変化を表すのは「なる」、変化を引き起こすのは「する」という動詞で、

「A ように B。」という文の「A ように」の部分は、変化後の状態を表し、例えば例 2

は、「田中さんが変化」して「フランス語が話せる」という状態に変わったことを表

す。このように A と B の関係に注目すると、「ように」の用法は次のように整理でき

る。 
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表 3：前田（2022）による「ように」のまとめ 

複合的な述語 ①ようになる・ようにする  

   

引用成分 ②（～する）ように言う ④（～する／した）ように思う 

修飾成分 ③目的・結果 ⑤類似・比喩 

 × 〇 

 「ように」の前に「た」形が接続できるか 

 

「ようになる」に最も似ているのは、②の「（～する）ように言う」のタイプで、

「A ように言う」の A の部分には命令の内容が入る。例 4 は「早く仕事を終わらせろ

と言った」に近い。 

例 4 部長は部下たちに早く仕事を終わらせるように{言った・命じた}。 

「A ように」の A が命令の内容でないときは、③「目的・結果」を表す（例 5～例

7）。 

例 5 この PC は、目が不自由な人も利用できるように、設計されている。 

例 6 この昇進制度は男性に有利なようにできている。 

例 7 日本人は人に迷惑をかけないようにと常に気をつかっている。 

「ようにと」のように「と」が現れる場合もある（例 7）。この①②③はいずれも、

「Aように」の部分がBの後から生じる、ということを表す。そのため、Aには「た」

形が使えない。それに対して④「（～する／～した）ように思う」は、主に「思う」

「感じる」「思える」「見える」のような動詞とともに使い、これらの認識が不確か

なものであることを表す（例 8～例 11）。 

例 8 ここには昔、大きな教会があったように思う。 

例 9 彼らは、民主党系のエリートたちがトランプ氏をなじるのを聞いて、自分たち

もばかにされているように感じた。 

例 10 この結果だけを見ると、先ほどの一つ目の説が正しいように思える。 
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例 11 同質性の高い社会を生きる人々は、閉鎖的であるように見える。 

例 8 は「ここには昔、大きな教会があった」に「ようだ」と「思う」が接続してで

きあがった文で、もし「ようだ」も「と思う」もなく、「ここには……があった。」

だけであれば、話し手は事実（だと話し手が断定していること）を述べている。「こ

こには……があったようだ。」であれば、話し手は何らかの根拠（例えば大きな建物

の跡や崩れた十字架など）に基づいて、「教会があった」ことを推定している。「こ

こには……があったと思う。」であれば、話し手は、事実かどうかわからない「教会

があった」ことを、話し手の個人的な判断・意見として述べている。そして「ここに

は……があったように思う。」では、話し手の個人的な意見・判断が、何らかの根拠

に基づいたものであることが述べられる。何らかの根拠に基づいたことを、話し手の

個人的な判断・意見として述べるため、話し手の控えめな主張、すなわち「このよう

な考え方もできるのではないか」という不確かな主張が示される。 

最後に⑤類似・比喩の「Aように B」は、Aと Bの間に類似性があることを表す。類

似しているものを示すので、比喩（特に「～かのように」の場合）、あるいは例示

（特に「～のように」の場合）の意味を持つこともある。 

例 12 「うそだ」とびっくりしたように言った。 

例 13 飛ぶように売れていった。 

例 14 大怪我だったのに、何事もなかったかのように、一人で歩いて帰った。 

例 15 この調査結果は、次のようにまとめることができます。 

以上、前田（2022）の「ように」と「ようだ」の意味を用例と共に確認した。ここ

からは、上記の「ようだ」及び①から⑤の項目に沿った 15 個の用例と文法解説を基に、

本稿におけるビルマ語との対応を検討する。 

1. 例１の分析：「ようだ」が「推定」を表す場合 

例１は日本語の「ようだ」が「推定」を表す場合である。日本語の場合、「ようだ」

は「ように」となって、「ようになる」「ようにする」という全体で一つの表現とな
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っており、「ようになる」は変化を、「ようにする」は変化の引き起こしを表す。そ

れに対し、ビルマ語は表 2で示したように用法によって使われる形式が異なる。例 1の

ような類似事態を表す用法の場合は‑lò や pòuɴを使う。 

類似性を表す‑lòと pòuɴは意味的に近く、どちらも知覚情報から得られた根拠に基づ

く（例えば調査データを見ての）判断、すなわち「推定」を表す。だだし、それはあ

くまでも話し手による判断あるいは推定であり、聞き手からは情報の信憑性を問うこ

とはできない。そのため、‑lòと pòuɴは話し手の認識が不確かなものであることを表す

ときにも使われる（例 8～例 11 の分析を参照）。 

また、‑lò は付属語であり、動詞に後続する場合は‑t̪ălò に変わる1。‑lò には‑lòlò とい

う重複形があり、‑lò を重ねることによって認識の確かさが低下し、曖昧さが増える。

例えば、‑t̪ălò は「よう」の意味を表し、‑t̪ălòlò は「かのよう／ほぼ…よう」の意味を

表す。そのため、‑t̪ălòlò は「ように思う」により近いと言える。一方、pòuɴ はそれ自

体が名詞であり、単独では「姿・形・様子」という意味を持つ。以下、例を見てみる。 

 

〈例 1 需要と供給には関係があるようだ。〉 

(1) wɛ̀lòʔá=nɛ̂ yáuɴlòʔá=ɡâ ʔăpyàɴʔăhlàɴ t̪ɛʔyauʔhmû ɕî=d̪ă=lò=bɛ́. 

demand=COM supply=TOP reciprocally affect exist=VS.RLS=like=DM.foc 

「需要と供給は互いに関係があるようだ。」 

 

(2) wɛ̀lòʔá=nɛ̂ yáuɴlòʔá=ɡâ ʔăpyàɴʔăhlàɴ t̪ɛʔyauʔhmû ɕî=d̪ă=lòlò=bɛ́. 

demand=COM supply=TOP reciprocally affect exist=VS.RLS=rather.like=DM.foc 

「需要と供給は互いに関係があるかのようだ（／ように思う）。」 

 

(3) wɛ̀lòʔá=nɛ̂ yáuɴlòʔá=ɡâ ʔăpyàɴʔăhlàɴ t̪ɛʔyauʔhmû ɕî=dɛ̂=pòuɴ=bɛ́. 

demand=COM supply=TOP reciprocally affect exist=AC.RLS=shape=DM.foc 

「需要と供給は互いに関係がある様子だ。」 
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例(1) (2) (3)は、いずれも「需要と供給に関係する」情報に基づいて伝えているもの

で、「推定」を表すという点では意味的に違いがない。例(1)と(3)は使われている形式

は異なるが、「推定」の度合いにおいてはほぼ同じだと考えられる。一方、例(2)が表

す「推定」の度合いは例(1)と(3)に比べ、やや低めで、話し手の認識がより不確かなも

のであることが分かる。 

2. 例 2 の分析：「ようになる」が変化を表す場合 

例 2 は「ように」と「なる」が「ようになる」全体で一つの表現となる変化を表す

複合的な述語である。「なる」動詞によって、「A ように B。」という文の「A よう

に」の A が変化後の状態を表す。「A ように」の部分は B の後から生じる。 

 

〈例 2 田中さんはフランス語が話せるようになった。（＝ように変化した）〉 

(4) tànàkà-sàɴ pyìɴt̪iʔ=lò pyɔ́=daʔ=t̪wá=bì. 

NAME-HON France=like speak=AUX.skill=AUX.cc=VS.INC 

「田中さんはフランス語が話せるようにな（っていっ）た。」 

 

(5) tànàkà-sàɴ pyìɴt̪iʔ=lò pyɔ́=daʔ=là=bì. 

NAME-HON France=like speak=AUX.skill=AUX.pc=VS.INC 

「田中さんはフランス語が話せるようにな（ってき）た。」 

 

このように変化を表すときは、移動動詞の‑t̪wá「行く」と‑là「来る」を使う。ビル

マ語の‑t̪wá と‑là には本動詞としての空間移動を表す「行く・来る」の意味のほか、日

本語の「～ていく・～てくる」のように複合的な述語としても使われる。このような

複合的な「行く・来る」について、岡野（2003: 327）は「‑t̪wá と‑là は、変化を表す動

詞2の後ろに現れて変化の進行の度合いを表す。‑t̪wá の場合は変化が完全に終了したこ

と、あるいはそれが過度になったことを表す」と述べる。 

例(4)と例(5)を見ると、‑t̪wá を使った例(4)は「完全に話せるようになった」つまり
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「フランス語をマスターした」という意味を表し、‑là を使った例(5)は「だんだん話せ

るようになった」という変化の過程を表す意味になる。 

しかし、「A ように」の部分に知覚動詞が来る場合は、注意が必要である。知覚動

詞の後に「行く」の意味を持つ‑t̪wá が付く場合と、「得る」の意味を持つ助動詞‑yâ

（AUX.inev）が付く場合とで意味が違う。例えば、「見る」「聞こえる」に‑t̪wáが付い

たときは「見えてしまった・見られてしまった／聞こえてしまった・聞かれてしまっ

た」となり、話し手以外の人が「見えた・聞こえた」ことを意味する。‑yâ が付いたと

きは「見え（るようになっ）た／聞こえ（るようになっ）た」となり、「見えた・聞

こえた」の対象は話し手自身であることを意味する。そのため、知覚動詞を変化の場

面で使うときは、変化後の状態を知覚・認知できる主体を考えなければならない。 

 

(6) myìɴ=d̪wá=bì. tɕá=d̪wá=bì. 

see=AUX.cc=VS.INC hear=AUX.cc=VS.INC 

「見えてしまった・見られてしまった。」「聞こえてしまった・聞かれてしまっ

た。」 

 

(7) myìɴ=yâ=bì. tɕá=yâ=bì. 

see=AUX.inev=VS.INC hear=AUX.inev=VS.INC 

「見えるようになった。」 「聞こえるようになった。」 

 

従って、状態変化を表す「ようになる」の場合、「A ように」の A が知覚内容以外

の場合は‑t̪wá と‑là を使って表現する。A が知覚内容の場合、変化後の状態を受ける主

体が話し手以外のときは‑t̪wá が使われ、変化後の状態を受ける主体が話し手自身のと

きは‑yâ が使われる。 

3. 例 3 の分析：「ようにする」が変化の引き起こしを表す場合 

例 3 は「ように」と「する」が「ようにする」全体で一つの表現となり、変化の引
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き起こしを表す複合的な述語である。「する」動詞によって、「A ように B。」とい

う文の「A ように」の A が変化後の状態を表す。「A ように」の部分は B の後から生

じる。 

 

〈例 3 この場所を誰でも使えるようにした。（＝ように変化させた）〉 

(8) dì=nèyà=ɡò bɛ̀d̪ù=mă-sʰò t̪óuɴ=lô yâ=ʔàuɴ louʔ=tɛ̀. 

this.DET=place=ACC who=not-say use=CNSQ get=PURP do=vs.RLS 

「この場所を誰でも使えるようにした。」 

 

このように変化の引き起こしを表すときは、日本語と同様に‑ʔàuɴ「ように」と louʔ

「する」が全体となった複合的な述語‑ʔàuɴ louʔ「ようにする」を用いる。例(8)は、

「この場所を誰もが使えるように変化させた」という場所が使える状態になるように

変化を引き起こしたことを表す。従って、変化の引き起こしを表す「ようにする」は

ビルマ語の‑ʔàuɴ louʔに対応する。ただし、‑ʔàuɴの前に変化を表す状態動詞が来る場合

は‑ʔàuɴ tʰá になることがある（II.2 を参照）。 

 

4. 例 4 の分析：「（～する）ように言う」が命令・祈願の内容を表す場合 

 例 4 は②の「（～する）ように言う」のタイプで、前田（2006）の４用法のうち

「命令・祈願の内容を表す用法」〈Contents of Utterance〉にあたる。「A（する）よう

に言う」の A の部分には命令の内容が入る。「A ように」の部分は B の後から生じる。

ビルマ語も同様な規則を持っている。 

 

〈例 4 部長は部下たちに早く仕事を終わらせるように{言った・命じた}。〉 

(9) tʰànâhmú=ɡâ lɛʔ-ʔauʔ=kâ wùɴdáɴ=dwè=ɡò ʔălouʔ sɔ́zɔ́ 

manager=NOM hand-under=LOC staff=PL=ACC work early  

t̪éiɴ=bô {pyɔ́=dɛ̀/ ʔămêiɴ+pé=dɛ̀}. 
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close=PURP {say=vs.RLS/ command+give=VS.RLS} 

「部長は部下たちに早く仕事を片付けるように{言った／命じた}。」 

 

また、この例 4 は「早く仕事を終わらせろと言った」に近いとされる。ビルマ語に

も例(10)のように‑kʰáiɴ3（～させる／～するように言う）という使役要素を用いて表す

表現がある。 

 

〈部長は部下たちに早く仕事を終わらせろと言った〉 

(10) tʰànâhmú=ɡâ lɛʔ-ʔauʔ=kâ wùɴdáɴ=dwè=ɡò ʔălouʔ sɔ́zɔ́ 

manager=NOM hand-under=LOC staff=PL=ACC work early 

t̪éiɴ=ɡáiɴ=dɛ̀. 

close=AUX.caus=VS.RLS 

「部長は部下たちに仕事を早く片付けろと言った。」 

 

5. 例 5～例 7 の分析：「ように」が目的・結果を表す場合 

例 5～例 7は「Aように」の Aが命令の内容でないときであり、③「目的・結果」を

表す。「A ように」の部分が B の後から生じる。前田（2006）の４用法のうち、「結

果・目的を表す用法」〈Resultant Purpose〉にあたる。 

前田（2006: 3）によれば、結果・目的を表す「ように」の前に来る述語は可能動詞

や動詞否定形、あるいは異主体の動作など、主節動作主が意志的にコントロールでき

ない事態が来る。 

ビルマ語では結果・目的を表す「ように」として‑ʔàuɴ または‑pʰô が使われる。（参

照：C) 翻訳 C-1 と C-2） 

‑ʔàuɴ は日本語の結果・目的を表す「ように」と同様な性質も持っている。それに対

し、‑pʰô は「ように」のほかに「するために／すること」の意味も持っている。‑ʔàuɴ

と‑pʰô の違いについては第 III 章で考察する。 
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〈例 5 この PC は、目が不自由な人も利用できるように、設計されている。〉 

(11) dì=PC=ɡò ʔămyìɴ-ʔàyòuɴ tɕʰôywíɴ=dɛ=̂d̪ù=dwè=lɛ́ 

this.DET=PC=ACC view-sense miss=AC.RLS=preson=PL=also 

ʔă-t̪óuɴ+pyû=nàiɴ=ʔàuɴ dìzáiɴ+sʰwɛ́=tʰá=dɛ̀. 

NMLZ-use+do=AUX.pos=PURP design+draw=AUX.situ=VS.RLS 

「この PC を目が不自由な人も利用できるように、設計しておいた（／されてい

る）。」 

 

〈例 6 この昇進制度は男性に有利なようにできている。〉 

(12) dì=yàdútó-săniʔ=kâ ʔămyód̪á=dwè=ʔătwɛʔ ʔătɕó+ɕî=ʔàuɴ 

this.DET=promotion-system=NOM man=PL=PURP benefit+exist=PURP 

louʔ=tʰá=dɛ̀. 

do=AUX.situ=VS.RLS 

「この昇進制度は男性に有利になるようにしてある。」 

 

〈例 7 日本人は人に迷惑をかけないようにと常に気をつかっている。〉 

(13) jăbàɴ-lùmyó=dwè=ɡâ t̪ùdăbá=ɡò ʔăhnauʔʔăɕɛʔ 

Japanese-race=PL=TOP other.person=ACC disturbance 

mă-pé=mî=ʔàuɴ ʔămyɛ́ d̪ădî+tʰá~nè=dɛ̀. 

not-give=AUX.uncons=PURP always care+put~stay=VS.RLS 

「日本人は人に迷惑をかけ（てしまわ）ないようにと常に気をつかっている。」 

 

例(11)～(13)で見られるように、ビルマ語は日本語のような動詞活用ができないため、

自発的な内容のような場合、主節の動詞に「～て置く／～てある」のような補助動詞

が付いて、複合的な述語として現れる。また、ビルマ語には形容詞が存在しないため、

例 6 のような形容詞節の場合も動詞を使って表現する。 

また、ビルマ語では日本語のような可能形にすることもできない。そのため、目的
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を示す‑ʔàuɴ「ように」の前の述部が意志動詞の場合、「可能になる」意味を表す‑nàiɴ

（～できる）または‑yâ（～られる）または‑pʰyiʔ（～なる）、「不注意・うっかり・た

またま」の意味を表す‑mî（～しまう）、それから「行く・来る」の意味を表す‑t̪wá と

‑là（～ていく／～しまう、～てくる）などの助動詞を付けて本動詞の意志性を失くす。

つまりそれら‑nàiɴ、‑yâ、‑pʰyiʔ、‑mî などの助動詞は意志性が働く本動詞を非意志的に

なるように導く役割をする。 

 

6. 例 8～例 11 の分析：「（～する／した）ように思う」が思考・知覚の内容

を表す場合 

 例 8～例 11 は④「（～する／～した）ように思う」の場合である。主に「思う」

「感じる」「思える」「見える」のような動詞とともに使い、これらの認識が不確か

なものであることを表す。例えば、例 8 は何らかの根拠に基づいたことを、話し手の

個人的な判断・意見として述べるため、話し手の控えめな主張、すなわち「このよう

な考え方もできるのではないか」という不確かな主張が示される。前田（2006）の４

用法のうち、「思考・知覚の内容を表す用法」〈Contents of Thought〉にあたる。 

 

〈例 8 ここには昔、大きな教会があったように思う。〉 

(14) dì=nèyà=hmà ʔăyìɴ=dóuɴɡâ pʰăyá+ɕîkʰó-dʑáuɴ-dʑí t̪ă-kʰû 

this.DET=place=LOC former=PAST.T pagoda+pray-school-AUG one-CLF 

ɕî=ɡɛ̂=bú=d̪ă=lò=bɛ́. 

exist=AUX.def=AUX.emp=VS.RLS=like=DM.foc 

「この場所には昔、大きな教会が（一つ）あったようだ。」 

(15) dì=nèyà=hmà ʔăyìɴ=dóuɴɡâ pʰăyá+ɕîkʰó-dʑáuɴ-dʑí t̪ă-kʰû 

this.DET=place=LOC former=PAST.T pagoda+pray-school-AUG one-CLF 

ɕî=ɡɛ̂=bú=dɛ̀(=lô)  tʰìɴ=dɛ̀. 

exist=AUX.def=AUX.emp=VS.RLS(=QUOT) think=VS.RLS 
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「この場所には昔、大きな教会が（一つ）あったと思う。」 

 

〈例 9 彼らは、民主党系のエリートたちがトランプ氏をなじるのを聞いて、自分たち

もばかにされているように感じた。〉 

(16) t̪ù=dô=hà dìmòkărèsì-pàtì ʔătɕí-báiɴ=dwè=ɡâ tʰăyâɴ=ʔăpɔ̀ 

3SG=PL=TOP democracy-party top-part=PL=NOM NAME=upon 

wèbàɴ=nè=hmû=ɡò tɕát ̪î=bí mîmî=dô=ɡò=lɛ́ 

criticise=AUX.situ=NMLZ=ACC hear=COSQ myself=PL=ACC=DM.cntr 

hlàuɴpyàuɴ=nè=d̪ă=lò kʰàɴzá=mî=dʑâ=dɛ̀. 

ridicule=AUX.situ=VS.RLS=like suffer=AUX.uncons=AUX.mut=VS.RLS 

「彼らは、民主党系のエリートたちがトランプ氏をなじるのを聞いて、自分たち

もばかにされているように感じた。」 

 

〈例 10 この結果だけを見ると、先ほどの一つ目の説が正しいように思える。〉 

(17) dì=yâlaʔ=kô=bɛ́ tɕî=mɛ̀ sʰò=yìɴ ɡûnâkâ 

this.DET=outcome=ACC=DM.foc look=VS.IRR say=COND earlier 

pătʰămâ ɕíɴpyâdʑɛʔ=kâ hmàɴ=d̪ă=lòlò=bɛ́. 

first explanation=NOM correct=VS.RLS=rather.like=DM.foc 

「この結果だけを見ると、先ほどの一つ目の説が正しいようだ。」 

 

(18) dì=yâlaʔ=kô=bɛ́ tɕî=mɛ̀ sʰò=yìɴ ɡûnâkâ 

this.DET=outcome=ACC=DM.foc look=vs.IRR say=COND earlier 

pătʰămâ ɕíɴpyâdʑɛʔ=kâ hmàɴ=d̪ă=lò  tʰìɴ=yâ=dɛ̀. 

first explanation=NOM correct=VS.RLS=like think=AUX.inev=VS.RLS 

「この結果だけを見ると、先ほどの一つ目の説が正しいように思える。」 

 

(19) dì=yâlaʔ=kô=bɛ́ tɕî=mɛ̀ sʰò=yìɴ ɡûnâkâ 

this.DET=outcome=ACC=DM.foc look=vs.IRR say=COND earlier 
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pătʰămâ ɕíɴpyâdʑɛʔ=kâ hmàɴ=dɛ̀=lô  tʰìɴ=yâ=dɛ̀. 

first explanation=NOM correct=VS.RLS=QUOT think=AUX.inev=VS.RLS 

「この結果だけを見ると、先ほどの一つ目の説が正しいと思う。」 

 

〈例 11 同質性の高い社会を生きる人々は、閉鎖的であるように見える。〉 

(20) ʔălùɴ tăt̪ádɛ́tɕâ=nè=dɛ̂ lûʔăpʰwɛ̂ʔăsí=hmà ʔăt̪ɛʔɕìɴ=nè=d̪ù=dwè=ɡò 

very indivisibly=AUX.situ=AC.RLS socity=LOC live=AUX.situ=person=PL=ACC 

ʔă-peiʔ-d̪ăbɔ́=sàɴ=nè=d̪ă=lò  myìɴ=yâ=bà=dɛ̀. 

NMLZ-close-sense=typically=AUX.situ=VS.RLS=like see=AUX.inev=PLT=VS.RLS 

「非同質的な社会を生きる人々は、閉鎖的であるように見える。」 

 

「はじめに」の例 B)の翻訳の際に述べたように「ように思う」は直接ビルマ語にす

ることは難しい。基本的には、例(14)のように‑t̪ălò「ようだ」あるいは例(15)のように

‑lô tʰìɴ「と思う」を使う。ビルマ語の場合「ようだ」または「と思う」を使うだけで

話し手の認識が不確かなものであることが伝わる。不確かさをより際立たせたい場合

は例(17)のように‑lò が重なった形の‑t̪ălòlò（「かのように／ほぼ…ように」の意味）を

使う。‑t̪ălò にもう一つの‑lò を重ねることによって、認識の不確かさが増す。 

ただし、‑t̪ălò は知覚動詞と感情動詞に助動詞‑yâ（「不可避／当為」を表す）が付い

た形の「myìɴ=yâ（見える）、tɕá=yâ（聞こえる）、tʰìɴ=yâ（思える）、kʰàɴzá=yâ（感

じとる）」のような動詞や-mî（「不注意」を表す）が付いた形の「myìɴ=mî（見え

る）、tɕá=mî（聞こえる）tʰìɴ=mî（思われる）kʰàɴzá=mî（感じられる）」のような動

詞とともに使うことができる（例(16) (18) (20)）。このような場合は、ビルマ語では、

認識が不確かなものであることを表すのは‑t̪ălò であり、‑yâ や‑mî が付いた動詞の部分

は話し手の意見・感想を表す。 
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7. 例 12～例 15 の分析：「ように」が類似・比喩を表す場合 

例 12～例 15 は、⑤「類似・比喩」の場合である。「A ように B」は、A と B の間に

類似性があることを表す。類似しているものを示すので、比喩（特に「～かのように」

の場合）、あるいは例示（特に「～のように」の場合）の意味を持つこともある。前

田（2006）の４用法のうち、「類似事態を表す用法」〈Appearance Similarity〉にあた

る4。 

ビルマ語では、「類似・比喩」を表す名詞後置詞（nàɴpyiʔsí）として‑lòや pòuɴ5など

がある。‑lò や pòuɴ にはそれぞれ類語があり、置き換え可能な場合もある。例えば例

14 の場合、翻訳文の例(24)～(26)で見られるように‑t̪ălò「ように」は pòuɴ(zàɴ)「様子」

や‑ʔătáiɴ「とおりに」に置き換えて表現することができる。 
 

〈例 12 「うそだ」とびっくりしたように言った。〉 《様態の類似》 

(21) “mă-pʰyiʔ=nàiɴ=bú” sʰò=bí ʔâɴʔɔ́=d̪wá=dɛ̂=pòuɴ=nɛ̂ 

“not-become=AUX.pos=VS.NEG” say=CNSQ amaze=AUX.cc=AC.RLS=shape=INS 

pyɔ́=laiʔ=tɛ̀. 

say=AUX.dcsv=VS.RLS 

「不可能だ」と驚いた様子で言った。」 

例 12 は「不可能だ」と言った際の驚いた様子を表している。前田（2006: 2）の主節

に対して修飾・付加的に従属し、主節事態の様々な様子、様態を表す場合である。 

 

〈例 13 飛ぶように売れていった。〉 《比喩》 

(22) ??lwîɴpyàɴ=ɡòuɴ=d̪ă=lò ʔălùɴ yáuɴ=yâ=dɛ̀ 

fly=run.out=VS.RLS=like very sell=AUX.inev=VS.RLS 

「飛ぶように売れた。」 

 

 例 13 のような比喩的な内容の文章はそれぞれの言語の文化背景によって表現が異な

る場合が多く、形式を重視して翻訳することは難しい。そのため、例(23)のように形
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式的に似たビルマ語の文に替える。 

 

《例 13 と同じ形式の例》 

(23) lɛ̀byìɴ=hmà sʰìɴ t̪wá=d̪ă=lò tʰìɴɕá=dɛ̀. 《例 13 と同じ形式の例》 

field=LOC elephant go=VS.RLS=like clear=VS.RLS 

「田んぼで象が走っているように（／象が田んぼを横切るように）明らかであ

る。」 

 

例(23)は従属節の‑t̪ălòが主節事態の様態を比喩的に表現している。このような比喩を

表す文について、前田（2006: 3）は「明らかに事実と異なる事態をとりあげて、主節

事態の様子・事態を修飾する場合がある。比喩の場合は、「～かのように」や「～で

も～ように」となることもある」と述べている。 

 

〈例 14 大怪我だったのに、何事もなかったかのように、一人で歩いて帰った。〉 

《比喩》 

(24) dàɴyà pyíɴ=dà=dàuɴ bà=hmâ mă-pʰyiʔ=t̪ă=lò=nɛ̂ 

wound strong=NC.RLS=even what=EXCL not-occur=VS.RLS=like=INS 

tă-yauʔ=tʰɛ́ láɴɕauʔ~pyàɴ~là=dɛ̀. 

one-CLF=only walk~return~come=VS.RLS 

「大怪我だったのに、何事もなかったかのように、一人で歩いて帰った。」 

 

(25) dàɴyà pyíɴ=dà=dàuɴ bà=hmâ mă-pʰyiʔ=tɛ̂=pòuɴ(zàɴ)=nɛ̂ 

wound strong=NC.RLS=even what=EXCL not-occur=AC.RLS=shape=INS 

tă-yauʔ=tʰɛ́ láɴɕauʔ~pyàɴ~là=dɛ̀. 

one-CLF=only walk~return~come=VS.RLS 

「大怪我だったのに、何事もなかった様子で、一人で歩いて帰った。」 
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(26) dàɴyà pyíɴ=dà=dàuɴ bà=hmâ mă-pʰyiʔ=tɛ̂=ʔătáiɴ 

wound strong=NC.RLS=even what=EXCL not-occur=AC.RLS=as 

tă-yauʔ=tʰɛ́ láɴɕauʔ~pyàɴ~là=dɛ̀. 

one-CLF=only walk~return~come=VS.RLS 

「大怪我だったのに、何事もなかったように、一人で歩いて帰った。」 

 

例 14 には３通りの訳が出ているが、意味的な違いはない。例(24)は動詞節を使用し

たもので、例(25)と(26)は名詞化節を使用した表現である。 

例(24)は dàɴyà pyíɴ「大怪我だった」という事態を bà=hmâ mă-pʰyiʔ「何もなかった」

という事実と異なる事態に例えている場合である。この場合、例(25)と(26)のように、

‑t̪ălò「ように」は pòuɴ(zàɴ)「様子」や‑ʔătáiɴ「とおりに」に言い換えることができる。 

 

〈例 15 この調査結果は、次のようにまとめることができます。〉 《 同 等 の 類

似》 

(27) dì=t̪ûtèt ̪ănâ-yâlaʔ=kò dì=lò ʔătɕíɴtɕʰouʔ=lô yâ=bà=dɛ̀.〈口語体〉 

this.DET=research-outcome=ACC this.DET=like summarise=CNSQ get=PLT=VS.RLS 

「この調査結果は、このようにまとめることができます。」 

 

(28) ʔì=t̪ûtèt ̪ănâ-yâlaʔ=kò ʔauʔpà=ʔătáiɴ sûzí~pʰɔ̀pyâ=nàiɴ=d̪ì. 〈 文 語 体 〉 

this.DET=research-outcome=ACC below=as geather~reveal=AUX.pos=VS.RLS 

「この調査結果は、次のとおりにまとめることができます。」 

 

例 15 のような調査結果などの学術的な内容の場合は例(28)のように文語体を使用す

ることもある。特にʔauʔpà=ʔătáiɴ「次のとおりに」は書記言語の表現である。 

前田（2006）ではこのような類似・比喩を表す場合を、全て主節と「ように」節の

事態が類似性を持つということに置いて共通することから「類似事態を表す用法」と

呼ばれている。 
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8. 例 1～例 15 のまとめ 

 本節では以上で述べた内容をまとめてみる。「推定」を表す「ようだ」の場合は

‑lòあるいは pòuɴを使う。また、①～⑤のうち、①の「ようになる・ようにする」タイ

プは、変化を表すときの「ようになる」の場合は‑t̪wá と‑là を使い、「変化の引き起こ

し」を表すときの「ようにする」の場合は、‑ʔàuɴ louʔ「ようにする」を使う。②の

「（～する）ように言う」は‑pʰô pyɔ́、③「目的・結果」は‑ʔàuɴ を使う。更に、④

「（～する／～した）ように思う」の場合は、基本的には、‑t̪ălò「ように」または‑lô 

tʰìɴ「と思う」を使う。⑤「類似・比喩」の場合は「推定」を表すときと同様で‑t̪ălò あ

るいは pòuɴを使う。 

表 4：「ように」の用例まとめ（前田 2022 を改変） 

複合的な

述語 

①ようになる ようにする  

‑t̪wá、‑là ‑ʔàuɴ louʔ  

   

引用成分 
②（～する）ように言う ④（～する／した）ように思う 

‑pʰô pyɔ́ 同じ表現になりにくい場合がある 

修飾成分 
③目的・結果 ⑤類似・比喩 

‑ʔàuɴまたは‑pʰô ‑t̪ălò あるいは pòuɴ 

 ‑ʔàuɴ/‑pʰô 系 ‑t̪ălò 系 

 × 〇 

 日本語「ように」の前に「た」形が接続できるか 

 ビルマ語は時制がないため、該当しない 

以上、本章では、（前田 2006; 2022）に従い、日本語の「ように」にあたるビルマ語

表現を整理した。次章からは、「ように」の辞書的意味を確認し、それぞれ‑t̪ălò 系と

‑ʔàuɴ/‑pʰô 系に関する文法的補足を試みる。 
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II. 「ように」にあたるビルマ語の意味と文法的補

足 

本章では「ように」のビルマ語の意味・用法について検討する。 

まず、辞書的意味を確認する。大野（1995: 604-605）の『日本語ビルマ語辞典』で

は、「ように」の意味を以下のように３つにわけて記述している6。 

 

(ⅰ) ‑yooni「―ように」―လိǽ/‑lò/、―သလိǽ/‑t̪ălò/、―ကဲသ့ိǽ ့ /‑kɛ̂d̪ô/、―သကဲသ့ိǽ ့/‑t̪ăkɛ̂d̪ô/ 

 

(29) 氷のように冷たい 

yèɡɛ́=lò  ʔésɛʔ=tɛ̀. 

 ice=like  cold=VS.RLS 

 

(30) 私が言うようにしてごらん 

tɕănɔ̀ pyɔ́=d̪ă=lò louʔ=sáɴ=ø=bà. 

    1SG.MS say=VS.RLS=like do=AUX.imp=VS.IMP=PLT 

 

(31) 地球はミカンのように丸い 

ɡăbà-dʑí=d̪ì lèiɴmɔ̀-d̪í=ɡɛ̂d̪ô lóuɴwáiɴ=d̪ì. 

    earth-AUG=TOP orange-fruit=like round=VS.RLS 

 

(32) 二人だけで話をしているように話す 

hnă-yauʔ=tʰɛ́ zăɡá+pyɔ́=d ̪ă=ɡɛ̂d ̪ô pyɔ́=d̪ì. 

    two-CLF=only language+talk=VS.RLS=like talk=VS.RLS 

 

(ⅱ) -yooni「―ように」―ဘိǽ ့/-bô/、―ေအာင/်-ʔàuɴ/、―ရန/်-yàɴ/、―အတိǽငး်/-ʔătáiɴ/ 
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(33) 早く来るように言いなさい 

ʔă-myàɴ là=bô pyɔ́=ø=bà. 

     NMLZ-fast come=PURP tell=VS.IMP=PLT 

 

(34) 遅刻しないように登校しなさい 

tɕáuɴ+dʑʰèiɴ hmì=ʔàuɴ tɛʔ=ø=pà. 

    school+time in.time=PURP attend=VS.IMP=PLT 

 

(35) 眠らないように頑張った 

ʔeiʔ+mă-pyɔ̀=yàɴ  tɕózá=d̪ì 

    sleep+NEG-melt=PURP  try=VS.RLS 

 

(36) このようにしなさい 

dì=ʔătáiɴ   louʔ=ø=pà 

    this.DET=as   do=VS.IMP=PLT 

 

(ⅲ) –yooni「―ように」―ပါေစ/-pàzè/ 

 

(37) 元気でありますように 

tɕáɴmà=bàzè. 

    healthy=VS.OPT 

 

例(29)は冷たい状態を氷の冷たさに例えて修飾しているものあり、‑lò は「～のよう

に」の意味で使われる「比喩」を表す要素である。(30)の‑t̪ălòは従属節の動詞が示した

ようにあるいは示した通りにという「～ように」の意味で使われている。例(31)の

‑kɛ̂d̪ôと(32)の‑d̪ăɡɛ̂d̪ôはそれぞれ‑lòと‑t̪ălòの文語体形式である。日本語の場合、このよ

うな主節と対等な様態は「～とおりに」と置き換えることができる（前田 2006: 3）。
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ビルマ語にも同様な表現がある。名詞に付く‑lò は‑ʔătáiɴ（～のとおりに）、動詞に付

く‑t̪ălò は‑tɛ̂ ʔătáiɴ（～とおりに）に置き換え可能である。例(36)はまさに‑ʔătáiɴ（～と

おりに）を用いた文である。これらは、前田（2006）の４用法のうち、主節に対して

修飾・付加的に従属し、主節事態の様々な様子、様態を表す場合の「類似事態を表す

用法」であり、表 4 の「⑤類似・比喩」にあたる。例(33)は②の「（～する）ように言

う」タイプの「命令・祈願の内容を表す用法」である。例(34)と(35)は「目的」を表す

用法であり、表 4 の「③目的・結果」にあたる。直接に祝い・応援のメッセージを贈

るときや願い事をするときは、例(37)のように慣用の‑pàzè を使う。 

以上の例文から（ⅰ）は「⑤類似・比喩」（(36)を含む）、（ⅱ）は「③目的・結果」

（(36)をのぞき）、（ⅲ）は祈願を表していることが分かる。辞書には載っていないが、

Ⅰ章で見てきたように「類似・比喩」を表す「ように」には‑lò のほかに pòuɴ などの形

式がある。 

また、日本語の目的を表す従属節には「ために」の表現もあり、それにあたるビル

マ語の意味も確認しておく。大野（1995: 527）では「ために」を以下のように記述し

ている。 

 

 ‑tameni「―ために」အတကွ ်/-ʔătwɛʔ/ 

(38) 明日のために、思い患うな 

mănɛʔpʰàɴ=ʔătwɛʔ twé~pù mă-nè=ø=nɛ̂. 

tomorrow=PURP think~worry not-stay=VS.IMP=VS.NEG 

 

 -tameni ためにအဖိǽ ့ /-ʔăpʰô/、ဘိǽ ့/-bô/ 

(39) 手を洗うために石鹸が必要だ 

lɛʔ sʰé=bô sʰaʔpyà lò=dɛ̀. 

hand wash=PURP soap need=VS.RLS 
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例(38)と(39)では、「ために」の表現として‑ʔătwɛʔと‑pʰô を使用しており、以前の目

的を表す項目（ⅱ）で「ように」として使用された‑pʰô がここでは「ために」としても

使用していることが確認できる。‑ʔăpʰô は名詞に付くもので、‑pʰô は基本的に動詞に付

く。 

従って、大野（1995）を基に「ように」と「ために」の意味を以下表 5 のようにま

とめることができる。 

表 5：大野(1995)における「ように」と「ために」にあたるビルマ語の意味 

 
 

口語 
基本口語だが、

文語でも使う 
文語 

 

ように 

類 似 ・

比喩 

N‑lò  N‑kɛ̂d̪ô 

‑t̪ălò 系 V‑t̪ălò  V‑t̪ăkɛ̂d ̪ô 

N‑ʔătáiɴ 

命 令 ・

祈願7 

V‑pàzè   

‑ʔàuɴ/‑pʰô 系 

 V-pʰô  

結果・

目的 

V-pʰô 

V‑ʔàuɴ 

  V‑yàɴ 

ために 

N‑ʔătwɛʔ  

N‑ʔăpʰô  

V-pʰô  

 

「類似・比喩」を表す表現には‑t̪ălò 系、「結果・目的」を表す表現には“‑ʔàuɴ、‑pʰô、

‑ʔătwɛʔ”の 3 形式が使われる。そのうち、「ように」としては‑ʔàuɴ/‑pʰô 系が使われ、
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「ために」としては‑ʔătwɛʔと‑pʰô が使われることが分かる。以下では「ように」に対

応する‑t̪ălò 系と‑ʔàuɴ/‑pʰô 系の文法的補足を試みる。 

1. -t̪ălò 系の補足 

‑t̪ălò 系は基本的に「類似・比喩」を表す。既に A)と I.1 および I.7 で見たように、ビ

ルマ語の「類似・比喩」を表す要素は‑lò や pòuɴなどがある8。‑lò は付属語であり、名

詞に後続するときは‑lòとなり、動詞に後続するときは‑t̪ălò（‑lòの前に VS.RLS標識‑t̪ăを

付けた形）あるいは‑mălò（‑lòの前に VS.IRR標識‑măを付けた形）となる。また、‑lòに

は‑lòlò という重複形があり、重複形にはより認識の確かさを際立たせる効果がある。

例えば、‑t̪ălò は「よう」の意味を表し、‑t̪ălòlò は「かのよう／ほぼ…よう」の意味を

表す。pòuɴ は「姿・形・様子」という意味を持つ自立語である。また、‑lò は口語体の

形式であり、文語体の‑kɛ̂d̪ô と対応する。 

 

〈「類似・比喩」を表す要素が名詞に後続する場合〉 

(40) myauʔ=lò sʰɔ̂=dɛ̀.〈口語体〉／myauʔ=kɛ̂d̪ô sʰɔ̂=d̪ì.〈文語体〉 

monkey=like mischief=VS.RLS／monkey=like mischief=VS.RLS 

「猿のようにやんちゃである（／猿のようにいたずらが好き）。」 

 

〈「類似・比喩」を表す要素が動詞に後続する場合〉 

(41) mănêɡâ mó+ywà=d̪ă=lò=bɛ́. ／mănêɡâ mó+ywà=dɛ̂=pòuɴ=bɛ́. 

yesterday rain+fall=VS.RLS=like=DM.foc ／yesterday rain+fall=AC.RLS=shape=DM.foc 

「昨日は雨が降ったようだ。」 

 

(42) mănêɡâ mó+mă-ywà=d ̪ă=lòlò=bɛ́. 

yesterday rain+not-fall=VS.RLS=rather.like=DM.foc 

「昨日は雨が降ったようだ。」（(41)に比べ、より認識が曖昧） 

 



日本語の「ように」にあたるビルマ語表現 

- 27 - 

(43) mănɛʔpʰàɴ mó+ywà=mă=lò=bɛ́. ／mănɛʔpʰàɴ mó+ywà=mă=lò=bɛ́. 

tomorrow rain+fall=VS.IRR=like=DM.foc ／tomorrow rain+fall=VS.IRR=like=DM.foc 

「明日は雨が降るようだ。」 

 

(44) mănɛʔpʰàɴ mó+ywà=mă=lòlò=bɛ́. 

tomorrow rain+fall=VS.IRR=rather.like=DM.foc 

「明日は雨が降るようだ。」（(43)に比べ、より認識が曖昧） 

 

また、「同等の類似」を表す従属節の‑t̪ălò は、「並列」を表す接続助詞としても使

われる。従属節 A と主節 B の事態・事柄を対比し、“A‑t̪ălò B‑lɛ́”のパターンで現れるこ

とが多い。文脈によっては、「A もあれば B」（例(45)）、「A（する）一方で B（す

る）」（(46)(a)）などの意味になることがあるが、順接の場合は「A し、B も」の意味

によく似ている。 

 

(45) ʔă-káuɴ-dʑí mă-houʔ=t̪ă=lò ʔă-sʰó-dʑí=lɛ́ mă-houʔ=pʰú. 

NMLZ-good-AUG not-true=VS.RLS=like NMLZ-bad-AUG=also not-true=VS.NEG 

「よいことでもないし、悪いことでもない。（／よくもなければ、悪くもな

い。）」 

 

(46) (a) t̪ătɕô=dwè=ɡâ nènàiɴ=lúɴ=dʑâ=d̪ă=lò tătɕʰô=dwè=tɕâdɔ̂=lɛ́ 

   some=PL=NOM unconcern=AUX.exc=AUX.mut=VS.RLS=like some=PL=DM.cntr=also 

kòdʑósûɴ=lúɴ=dʑâ=dɛ̀. 

self.sacrifice=AUX.exc=AUX.mut=VS.RLS 

「ある人はよくも無関心でいられるが、（一方で）ある人はあまりにも自己犠

牲を払う。」 

(b) tătɕʰô=dwè=ɡâ nènàiɴ=lúɴ=dʑâ=d̪ă=lauʔ 

some=PL=NOM unconcern=AUX.exc=AUX.mut=VS.RLS=as.much 
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tătɕʰô=dwè=tɕâdɔ̂=lɛ́ kòdʑósûɴ=lúɴ=dʑâ=dɛ̀. 

some=PL=DM.cntr=also self.sacrifice=AUX.exc=AUX.mut=VS.RLS 

「ある人がよくも無関心でいられるほど（／わりに）、ある人はあまりにも自

己犠牲を払う。」 

 

例(45)と(46)は従属節と主節が反対の意味を持っている並列文である。例(45)は否定

の並列であり、(46) (a)は A の主語と B の主語が違う場合の反対の意味を持つ並列であ

る。この(46) (a)のような反対の意味を持つ文の場合は(46) (b)のように‑t̪ă=lauʔ「～ほど」

に言い換えることができる。 

次の例(47)～例(52)は、並列を表す‑t̪ălò が日本語の「し」に似ている場合である。並

列の「し」について、前田（2022: 182）は、二つの対等な事柄（同様な内容）を並べ

ることを「並列」と言う。並列の言い方としてよく使われるのは、「て」形や「「ま

す」形」（連用中止形）であると述べた上、「し」は単に二つのことを並列するので

はなく、並列した二つのことが「いちばん言いたいこと（主張）」の「根拠・理由」

となる場合によく使われるとされる。この説明はビルマ語にも有効である。ビルマ語

も単なる並列の場合は順接を表す‑pí/‑bí（～て）を用いる。しかし、‑t̪ălò が表す並列は、

日本語の「し」によく似ている。例(48)の翻訳文で見られるように原因・理由を表す

‑lô によって発話者・筆者の主張が表面化される場合もある。日本語の文と同様に dă-

baʔ tă-kʰà là=byiʔ=tɛ̀（週に一度店に来る）の理由として zé+t̪ɛʔt̪à（安い）と sá=lô káuɴ

（おいしい）が並列になっている。 

 

(47) 佐藤先生は、授業はおもしろいし、学生にも親切です。（前田 2022: 182） 

săyà-sʰâtó=ɡâ sàt̪ìɴ-káuɴ=d̪ă=lò tɕáuɴd̪á=dwè=ʔăpɔ̀=lɛ́ 

teacher-NAME=TOP teaching-good=VS.RLS=like student=PL=upon=also 

ɡăyûnà+tʰá=dɛ̀. 

compassion+put=VS.RLS 

「佐藤先生は、教え方も上手だし、学生にも親切です。」 
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(48) ここのラーメンは安いし、おいしいし、週に一度は食べに来ます。（前田 2022: 

182） 

dì=sʰàiɴ=ɡâ kʰauʔsʰwɛ́=ɡâ zé+t̪ɛʔt ̪à=d̪ă=lò sá=lô=lɛ́ 

this.DET=shop=LOC noodle=TOP price+cheep=VS.RLS=like eat=CNSQ=also 

káuɴ=lô dă-baʔ tăkʰà=dɔ̂ là~sá=byiʔ=tɛ̀. 

good=CAUS one-week one-time=DM.cntr come~eat=become=VS.RLS 

「ここのラーメンは安いし、おいしいので、週に一度は食べに来ます。」 

 

(49) ここのラーメンは値段が安いし、味もいいです。（前田 2022: 182 一部改変） 

dì=sʰàiɴ=ɡâ kʰauʔsʰwɛ́=ɡâ zé+t̪ɛʔt̪à=d̪ă=lò ʔăyâd̪à=lɛ́ káuɴ=dɛ̀. 

this.DET=shop=LOC noodle=TOP price+cheep=VS.RLS=like taste=also good=VS.RLS 

「ここのラーメンは値段が安いし、味もいいです。」 

 

(50) t̪ù=dô=yɛ̂ pyâzaʔ=kâ pyìɴɲàd̪ápà=d̪ă=lò yì=lɛ́ 

3SG=PL=GEN drama=TOP ingenious=VS.RLS=like laugh=also 

yì=yâ=dɛ̀. 

laugh=AUX.inev=VS.RLS 

「彼らの劇は巧妙だし、笑えることもある。（／彼らの劇は巧妙で、面白い。）」 

 

(51) ʔăyáɴ ʔánà=yâ=d̪ă=lò tɕézú=dwè=lɛ́ ʔătʰaʔtʰaʔ 

very sorry=AUX.inev=VS.RLS=like gratitude=PL=also exceeding 

tìɴ=yâ=bà=dɛ̀. 

place.on=AUX.inev=PLT=vs.RLS 

「非常に恐縮だし、感謝の気持ちもいっぱいです。（／非常に恐縮すると共に、

重ね重ね感謝しております。）」 

 

(52) lùŋɛ̀=dwè=yɛ̀ ʔătwé=ɡâ kʰiʔ-t̪iʔ=kò pʰàɴtí=laiʔ=t̪ă=lò 

youth=PL=GEN thought=NOM era-new=ACC creat=AUX.dcsv=VS.RLS=like 



トゥザ ライン 

- 30 - 

kiʔ-tɕí=ɡâ=lɛ́ lùŋɛ̀=dwè=yɛ̂ ʔătwé=ɡò pòmò yîɴt̪àɴ=ʔàuɴ 

era-AUG=NOM=also youth=PL=GEN thought=ACC more mature=PURP 

pyótʰàuɴ=bé=nè=bà=dɛ̀. 

cultivate=AUX.rep=AUX.situ=PLT=VS.RLS 

「若者の思考が新しい時代を創るし、時代も若者の思考をより成熟するように育

ててあげる。」 

 

このような「類似」の‑t̪ălò が対比を表すタイプは、前田（2006）の類似事態を表す

用法のうち、それぞれ従属節と主節内の二つの事象が等しく成立する場合の「同等」

を表す「ように」と同様の意味を示しており、ビルマ語では「並列」用法としても解

釈できるということである。このように解釈できることは、「並列」の‑t̪ălò は類似事

態を表す用法の「同等」から派生したものであるからと考えられる。前田（2006: 24）

は、「同等」について「典型的な形式的な特徴としては、主節に累加を表す「も」が

表れる。これによって、前件と後件の二つの事象が対等に比較されるものであること

が明確になる」と述べている。 

 

(53) 人に生命があるように、植物にも生命がある。（前田 2006: 24） 《同等》 

lù=dwè=hmà ʔătɛʔ ɕî=d̪ă=lò ʔăpìɴ=dwè=hmà=lɛ́ ʔătɛʔ ɕî=dɛ̀. 

human=PL=LOC life exist=VS.RLS=like plant=PL=LOC=also life exist=VS.RLS 

「人に生命があるように、植物にも生命がある。」 

⇒「人に生命があるし、植物にも生命がある。」 

 

以上、例(47)～(53)での並列の表す接続助詞‑t̪ălò は文脈によっては日本語訳が一定し

ないときがあるが、ビルマ語はすべての例において従属節 A と主節 B の事態が‑t̪ălò に

よって対比されていることがわかる。 
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2. -ʔàuɴ/-pʰô 系の補足 

‑ʔàuɴ/‑pʰô 系は何らかの利益・結果を期待する場合に用いられ、「～なるよう／～す

るよう」の意味を持つ。‑ʔàuɴと‑pʰô の違いについては第 III章で検討することにし、本

節では特に‑ʔàuɴの文法的補足を試みる。 

‑ʔàuɴは前に来る動詞の状態によって、さまざまな解釈ができる。‑ʔàuɴの前に一定の

時間を継続する状態を表す動詞が来る場合は副詞節として解釈することができる。こ

の場合文語体の副詞化接尾辞‑swà/‑zwà に置き換えが可能である。 

 

(54) tɕáɴmà=ʔàuɴ nè=ø=bà. ⇒ tɕáɴmà=zwà nè=ø=bà. 

healthy=PURP stay=VS.IMP=PLT ⇒ healthy=ADV stay=VS.IMP=PLT 

「お元気で！」 

 

(55) pyɔ̀=ʔàuɴ  nè=ø=bà. ⇒ pyɔ̀ɕwìɴ=zwà nè=ø=bà. 

happy=PURP  stay=VS.IMP=PLT ⇒ happy=ADV stay=VS.IMP=PLT 

「楽しくしてください！」 

 

‑ʔàuɴ の前に瞬間的な状態を表す動詞が来る場合は「程度」を示す。例(56)で示した

ように‑ʔàuɴは「～ほど」の意味を持ち、V‑ʔàuɴはʔă‑Vに言い換えることができる。例

(56)で分かるように‑ʔàuɴ は「類似・比喩」を表すことはできない。「類似・比喩」を

表す場合は例(57)に示したようにʔătáiɴや‑lò を用いる。 

 

(56) t̪è=ʔàuɴ ʔeiʔ=tɛ̀. ⇒ ʔă-t̪è  ʔeiʔ=tɛ̀. 

die=PURP sleep=vs.RLS ⇒ NMLZ-die sleep=vs.RLS 

「死ぬほど寝る。」 ⇒「めっちゃ寝る。」 

(57) t̪è=dɛ̂=ʔătáiɴ ʔeiʔ=nè=dɛ̀.《類似》 ／ ʔăt̪èɡàuɴ=lò ʔeiʔ=nè=dɛ̀. 《 比 喩 》 

die=AC.RLS=as sleep=AUX.situ=vs.RLS ／ dead.body=like sleep=AUX.situ=vs.RLS 
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「死んだように寝ている。」 ／「遺体のように寝ている。」 

 

また、‑ʔàuɴは次のように「限度」を表す場合がある。このような場合、‑ʔàuɴの前に

は終結点がある達成動詞または到達動詞が来る。例(58)(a)の‑ʔàuɴ は例(58)(b)と(58)(c)

のように‑ʔătʰî「～まで／までに」に置き換えすることができる。 

 

(58) (a) sʰóuɴ=ʔàuɴ tɕî=bé=dɛ̂=ʔătwɛʔ tɕézú+tìɴ=bà=dɛ̀. 

  finish=PURP look=AUX.rep=AC.RLS=for gratitude+place.on=PLT=vs.RLS 

「最後まで見てくれてありがとうございました。」 

 

(b) ʔă-sʰóuɴ=(ʔă)tʰî tɕî=bé=dɛ̂=ʔătwɛʔ tɕézú+tìɴ=bà=dɛ̀. 

       NMLZ-finish=TER look=AUX.rep=AC.RLS=for gratitude+place.on=PLT=vs.RLS 

「最後まで見てくれてありがとうございました。」 

 

(c) sʰóuɴ=dɛ̂=ʔătʰî tɕî=bé=dɛ̂=ʔătwɛʔ tɕézú+tìɴ=bà=dɛ̀. 

     finish=AC.RLS=TER look=AUX.rep=AC.RLS=for gratitude+place.on=PLT=vs.RLS 

「最後まで見てくれてありがとうございました。」 

 

以下例(59)も終結点を表す場合である。叙想法の動詞標識‑mɛ̀ を使って強い意識を示

すことができる。V-ʔàuɴはʔă-V または V-dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ)に言い換えることができる。 

 

(59) (a) kòuɴ=ʔàuɴ/ ʔă-kòuɴ sá=mɛ̀. ⇒ kòuɴ=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) sá=mɛ̀ 

 run.out=PURP/ NMLZ-run.outeat=VS.IRR ⇒ run.out=AC.RLS=TER(=PURP) eat=VS.IRR 

「尽きるまで食べる／全部食べる（ぞ！／ぜ！）」 

 

(b) pí=ʔàuɴ/ ʔă-pí yé=mɛ̀. ⇒ pí=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) yé=mɛ̀. 

finish=PURP/ NMLZ-finish write=VS.IRR ⇒ finish=AC.RLS=TER(=PURP) write=VS.IRR 
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「終わるまで書く／最後まで書き終わらせる（ぞ！／ぜ！）」 

 

(c) wâ=ʔàuɴ/ ʔă-wâ sá=mɛ̀. ⇒ wâ=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) sá=mɛ̀. 

full=PURP/ NMLZ-full eat=VS.IRR ⇒ full=AC.RLS=TER(=PURP) eat=VS.IRR 

「いっぱいになるまで食べる／満腹するまで食べる（ぞ！／ぜ！）」 

 

(d) yauʔ=ʔàuɴ/ ʔă-yauʔ t̪wá=mɛ̀. ⇒ yauʔ=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) t̪wá=mɛ̀. 

reach=PURP/ NMLZ-reach go=VS.IRR ⇒ reach=AC.RLS=TER(=PURP) go=VS.IRR 

「到着するまで行く（／行こう）。」 ⇒「ぜひ・必ず行く（ぞ！／ぜ！）」 

 

(e) kwɛ́=ʔàuɴ/ ʔă-kwɛ́ kʰwɛ́=mɛ̀. ⇒ kwɛ́=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) kʰwɛ́=mɛ̀. 

broken=PURP/ NMLZ-broken break=VS.IRR ⇒ broken=AC.RLS=TER(=PURP) break=VS.IRR 

「割れるまで割る／徹底的に割る（ぞ！／ぜ！）」 

 

(f) pyaʔ=ʔàuɴ/ ʔă-pyaʔ pʰyaʔ=mɛ̀. ⇒ pyaʔ=tɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) pʰyaʔ=mɛ̀. 

cut.off=PURP/ NMLZ-cut.off cut=VS.IRR ⇒ cut.off=AC.RLS=TER(=PURP) cut=VS.IRR 

「切れるまで切る／完全に切る（ぞ！／ぜ！）」 

 

(g) t̪è=ʔàuɴ/ ʔă-t̪è t̪aʔ=mɛ̀. ⇒ t̪è=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) t̪aʔ=mɛ̀. 

die=PURP/ NMLZ-die kill=VS.IRR ⇒ die=AC.RLS=TER(=PURP) kill=VS.IRR 

「死ぬまで殺す／（強い殺意で）殺す（ぞ！／ぜ！）」 

 

(h) nàiɴ=ʔàuɴ/ ʔă-nàiɴ taiʔ=mɛ̀. ⇒ nàiɴ=dɛ̂=ʔătʰî(=ʔàuɴ) taiʔ=mɛ̀. 

win=PURP/NMLZ-win attack=VS.IRR ⇒ win=AC.RLS=TER(=PURP) attack=VS.IRR 

「勝つまで戦う／（強い意志で）勝つまで戦う（ぞ！／ぜ！）」 
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また I.3 では、変化の引き起こしを表す「ようにする」の場合に‑ʔàuɴ louʔが使われ、

‑ʔàuɴ の前が変化後の状態を表すことについて述べた。厳密には‑ʔàuɴ tʰá（なるように

おいておく）も「ようにする」の意味になることがある。特に、‑ʔàuɴの前に pouʔ（腐

る）や tɕʰauʔ（乾く）のような変化を表す状態動詞が来る場合、‑ʔàuɴ の後ろには状態

の継続を表す tʰá（おく）が用いられる。また、変化を表す状態動詞も終結点を表す動

詞であるため、「限度」を表す「まで／までに」の意味を持っている。このように終

結点がある動詞は終結までの過程・継続状態があり、‑ʔàuɴ tʰá はその終結の状態になる

まで、すなわち変化後の状態になるまで置かれることである。それに対し、終結点を

表す動詞に‑ʔàuɴ louʔを使う場合は何らかの手を加えてイレギュラーで変化させること

になる。‑ʔàuɴ louʔは例(63)のように‑ʔàuɴ の前が káuɴ（良い）や sʰó（悪い）のような

状態が一定期間継続する事態が来る場合に使うことが多い。 

(60) pouʔ=ʔàuɴ/ ʔă-pouʔ tʰá=dɛ̀. ⇒ ʔă-pouʔ kʰàɴ(=tʰá)=dɛ̀. 

decay=PURP/ NMLZ-decay put=VS.RLS ⇒ NMLZ-decay receive(=AUX.situ)=VS.RLS 

「腐るように（／まで）置いておく。」⇒「腐らせる」 

 

(61) tɕʰauʔ=ʔàuɴ/ ʔă-tɕʰauʔ tʰá=dɛ̀. ⇒ ʔă-tɕʰauʔ kʰàɴ(=tʰá)=dɛ̀. 

dry=PURP/ NMLZ-dry put=VS.RLS ⇒ NMLZ-dry receive(=AUX.situ)=VS.RLS 

「乾くように（／まで）置いとく。」 ⇒「乾かす」 

 

(62) ʔé=ʔàuɴ/ ʔă-ʔé tʰá=dɛ̀. ⇒ ʔă-ʔé kʰàɴ(=tʰá)=dɛ̀. 

cool=PURP/ NMLZ-cool put=VS.RLS ⇒ NMLZ-cool receive(=AUX.situ)=VS.RLS 

「冷えるように（／まで）置いとく。」⇒「冷やす」 

 

(63) (a) káuɴ=ʔàuɴ louʔ=tɛ̀. (b) sʰó=ʔàuɴ louʔ=tɛ̀. 

good=PURP do=VS.RLS bad=PURP do=VS.RLS 

「良くなるようにする。／改善する。」「悪くなるようにする。／悪化させる。」 
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III. -ʔàuɴと-bô の違い 

-ʔàuɴ/-bô 系は何らかの利益・結果を期待する場合に用いられ、「～なるよう／～す

るよう」の意味を持つ。‑ʔàuɴ/‑pʰô 系には「命令・祈願」を表す用法と「目的・結果」

を表す用法がある。本章では主に目的・結果を表すときの‑ʔàuɴ と‑pʰô について考察す

る。 

ビルマ語では目的を表す「ように」として‑ʔàuɴまたは‑pʰô が使われる（参照：C) 翻

訳 C-1 と C-2）。I.5 で見てきたように、結果・目的を表す‑ʔàuɴは日本語の結果・目的

を表す「ように」の性質を持っており、‑ʔàuɴ の前に来る述語は「ように」と同様に

「主節動作主が意志的にコントロールできない事態が来る（前田 2006: 3）」。それに

対し、‑pʰô の前に来る述語は動作主が意志的に行った事態が来ることが可能である。 

また、‑ʔàuɴ と‑pʰô は基本的には口語体の形式であり、文語体の‑yàɴ と対応する（表 

5 を参照）。しかし、‑ʔàuɴ が異主体の動作など、主節動作主が意志的にコントロール

できない事態を表す場合は‑yàɴの前に使役要素の‑sè/‑zè「（非意志的に）なってくるよ

うにさせる」を付ける必要がある。 

そのため、以下の例(64)と(66)のような主節の動作主が確認できない場合は‑ʔàuɴ と

‑pʰô の意味を区別することが難しい。例(65)と(67)の文語体の場合も、‑yàɴ と‑sèyàɴ

（/‑sèbô）両方が容認可能になる。例(64)と(66)の場合の‑pʰô は‑yâ=ʔàuɴ「できるように」

に言い換えることができる。 

 

(64) ʔămyá t̪î=ʔàuɴ/bô tɕèɲà=dɛ̀. 〈口語体〉 

public know=PURP announce=VS.RLS 

「みんなが知るように（／ために）公開する。」 

 

(65) ʔămyá t̪î=yàɴ/zèyàɴ(/zèbô) tɕèɲà=d̪ì. 〈文語体〉 

public know=PURP announce=VS.RLS 



トゥザ ライン 

- 36 - 

「みんなが知るように（／ために）公開する。」 

 

(66) pyaʔt̪ănà mă-pʰyiʔ=ʔàuɴ/pʰô t̪íkʰàɴ=yâ=mɛ̀. 〈口語体〉 

problem not-become=PURP patient=AUX.inev=VS.IRR 

「問題にならないように（／ために）我慢しなければならない。」 

 

(67) pyaʔt̪ănà mă-pʰyiʔ=yàɴ/sèyàɴ(/sèbô) t̪íkʰàɴ=yâ=myì. 〈文語体〉 

problem not-become=PURP patient=AUX.inev=VS.IRR 

「問題にならないように（／ために）我慢しなければならない。」 

 

次に、命令・祈願など発話に用いられる‑pʰô が意志的に行う動作の場合に使われる

ことについて考察する。 

(68) fóuɴ peiʔ=tʰá=bé=bô/*ʔàuɴ myiʔtà+yaʔkʰàɴ=ʔaʔ=pà=dɛ̀. 〈 口 語 体 〉 

phone off=AUX.situ=AUX.rep=PURP kindness+request=AUX.defer=PLT=VS.RLS 

「電話（の電源）を切っておくよう（に）お願いいたします。」 

 

(69) fóuɴ peiʔ=tʰá=bé=bà=yàɴ/*zèyàɴ myiʔtà+yaʔkʰàɴ=ʔaʔ=pà=d̪ì. 〈 文 語 体 〉 

phone off=AUX.situ=AUX.rep=PLT=PURP kindness+request=AUX.defer=PLT=VS.RLS 

「電話（の電源）を切っておくよう（に）お願いいたします。」 

 

例(68)は‑pʰô の前が「電源を切るように」という命令の内容になっており、peiʔ（切

る）は意志的な動作であることが確認できる。‑yàɴ を使った例(69)は例(68)の文語体形

式である。このように前に命令内容が入るタイプの‑yàɴは例(70)のように忠告・注意の

箇条書きなどによく用いられる。 

(70) lɛʔ+sʰé=yàɴ hnăkʰáuɴzí taʔ=yàɴ bădíɴbauʔ pʰwîɴ=yàɴ 

hand+wash=PURP mask attach=PURP window open=PURP 

「手洗いすること」 「マスクを付けること」 「窓を開けること」 
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しかし、次の例(71)のような従属節の命令内容が否定の場合は、‑pʰô も‑ʔàuɴ も使え

る。 

 

(71) mă-pyɔ́=bô/ʔàuɴ tá=dɛ̀. 

not-say=PURP prevent=VS.RLS 

「言わないように注意する。」 

 

また、‑pʰô には‑pʰô louʔ「しようとする」のように、何かを意志的に行おうとする意

味がある。 

 

(72) （tɕănɔ̀） pyàɴ=bô/*ʔàuɴ louʔ=nè=dɛ̀. 

（1SG.M） return=PURP do=AUX.situ=VS.RLS 

「（私は）帰ろうとしている。／帰る準備をしている。」 

 

(73) （tɕănɔ̀） pyàɴ=bô/*ʔàuɴ síɴzá=nè=dɛ̀. 

（1SG.M） return=PURP think=AUX.situ=VS.RLS 

「（私は）帰ろうと考えている。／帰ることを考えている。」 

 

例(72)と(73)で見たように動作主が意志的に帰ろうとする場合、つまり、同主体の場

合は、‑pʰô が使われ、‑ʔàuɴは非文法的である。それに対し、例(74)と(75)のように主節

の主体が動作主でない・異主体の場合は、‑ʔàuɴ が使われ、‑pʰô は非文法的になる。例

(74)は話し手以外の人（主体１）が話し手（主体２）に帰るようにさせる場合である。

例(75)は困るの主体は三人称で、困らせようとするのは二人称側である。いずれも、

I.3 の変化の引き起こしを表す‑ʔàuɴ louʔ「ようにする」の場合である。 

 

(74) （t̪ù） tɕănɔ̂=ɡò pyàɴ=ʔàuɴ/*bô louʔ=tɛ̀. 

（3SG） 1SG.M.OBL=ACC return=PURP do=VS.RLS 
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「（彼は）私を帰らせようとしている。」 

 

(75) t̪ùdăbá douʔkʰâ+yauʔ=ʔàuɴ/*pʰô mă-louʔ=tɕʰìɴ=bà=nɛ̂ 

others trouble+fall=PURP not-do=AUX.des=PLT=VS.PROH 

「人を困るようにしないでください。（／困らせないでください。）」 

 

更に、以下の例(76)～(78)で見られるように、「結果・目的」を表す‑pʰô は「ために」

の意味でも使われるが、‑ʔàuɴは使えない。 

 

(76) seiʔkú=nɛ̂ lɛʔtwê tătʰaʔtʰɛ́tɕâ=ʔàuɴ louʔ=pʰô/*ʔàuɴ ʔìɴmătàɴ 

dream=COM reality fit=PURP do=PURP very 

kʰɛ́yíɴ=hlâ=dɛ̀. 

difficult=AUX.comp=VS.RLS 

「理想と現実を一致するようにするために（／すること）は非常に困難だ。（／

理想と現実を一致させることは非常に困難だ。）」 

 

(77) seiʔkú=nɛ̂ lɛʔtwê tătʰaʔtʰɛ́tɕâ=bô/*ʔàuɴ ʔìɴmătàɴ kʰɛ́yíɴ=dɛ̀. 

dream=COM reality fit=PURP very difficult=VS.RLS 

「理想と現実が一致するためには非常に困難だ。（／理想と現実が一致すること

（／を一致させること）は非常に困難だ。）」 

 

(78) tɕănɔ̀ tɛʔkăd̪ò wìɴɡwîɴ-sàmébwɛ́ pʰèsʰò=bô/*ʔàuɴ ɕauʔtʰá~pí=bì. 

1SG.M university entrance-exam answer=PURP apply~finish=VS.INC 

「私は大学の入学試験を受けるために／*ように申し込んだ。」 

 

 以下の例(79)と(80)はそれぞれ(77)と(78)の文語体形式である。 

(79) seiʔkú=hnîɴ lɛʔtwê tătʰaʔtʰɛ́tɕâ=yàɴ/*zèyàɴ(/*zèbô) ʔìɴmătàɴ kʰɛ́yíɴ=d̪ì. 

dream=COM reality fit=PURP very difficult=VS.RLS 
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「理想と現実が一致するためには非常に困難だ。（／理想と現実が一致すること

（／を一致させること）は非常に困難だ。）」 

 

(80) tɕănɔ̀ tɛʔkăd̪ò wìɴɡwîɴ-sàmébwɛ́ pʰèsʰò=yàɴ/*zèyàɴ(/*zèbô) 

1SG.M university entrance-exam answer=PURP 

ɕauʔtʰá~pí pʰyiʔ=t̪ì. 

apply~finish become=VS.RLS 

「私は大学の入学試験を受けるために／*ように申し込んだ。」 

IV. おわりに 

本稿では日本語の前田（2006、2022）を基に「ように」にあたるビルマ語表現を確

認し、「ように」を‑t̪ălò 系と‑ʔàuɴ/‑pʰô 系に整理した。また、それぞれ‑t̪ălò 系と

‑ʔàuɴ/‑pʰô 系の文法的補足に加え、‑ʔàuɴと‑pʰô の違いについても考察を行った。その際、

必要に応じて一部の用例には文語体との対照を示した。ビルマ語には発話に用いられ

る口語体と、書記に用いられる文語体とがあり、特に助詞類の形式が著しく異なる。

実用場面においては、両者の間に明確な区別があるわけではなく、口頭言語であって

も演説などはかなり文語的な調子を帯びるものがあり、書記の際にも主張の度合いを

和らげるような場面など口語体の使用が見られる。しかしながら、これまでのビルマ

語研究においては、口語体が主な対象となり、文語体の記述は極めて少ない。本稿で

は、この課題に取り組むべく、文語体の表現を含めて考察を試みた。 

しかし、今回は「ように」を中心としたため、ビルマ語の「結果・目的」を表す用

法を包括的に考察することができなかった。本稿で確認できた口語体の「目的・結果」

を表す表現には‑ʔătwɛʔ「～のため(38)」、‑ʔàuɴ「～ように(34)」、‑pʰô「～ように(33)

／～ために(39)」などがある。-ʔătwɛʔは名詞に後続するものであり、動詞に接続する

場合は、‑pʰô(=lô)=ʔătwɛʔという形で、‑pʰôとともに現れることがある（C) 翻訳 C-1）。

一方、‑ʔàuɴは‑lôとともに現れる傾向がある（C) 翻訳 C-2）。今後は‑ʔătwɛʔを含めた研
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究を行い、ビルマ語の目的・結果を表す表現の全体像を明らかにしたい。

注 

1厳密に言えば、‑t̪ălò と‑mălò に変わる。前者は「現在・過去・習慣」を表すときに

使う叙実法であり、後者は「未来・推量」を表すときに使う叙想法である。 
2 原注（岡野 2003）：ビルマ語の状態を表す動詞のほとんどは、それだけで状態の

変化をも表す。 
3 kʰáiɴ は本動詞のときは「用事を言いつける、仕事をさせる」という意味を持ち、

助動詞のときは「～させる、～するように言う」という意味を持つ。 
4 前田（2006: 11-36）では、類似事態を表す「ように」の用法は「様態」「比喩」「同

等」の３つに下位分類し、次のように類型化されている。 
〈前節の述語が活用語の場合〉 
《様態》「A するように B する」＝類似した事態 A が事態 B を修飾する 
《比喩》「A するように B する」＝架空の事態 A によって事態 B をたとえる 
《同等》「X が A するように、Y も B する。」＝前件事態と後件事態が同じであるこ

とを示す。 
類似事態用法に「名詞＋の＋ように」が「様態」「比喩」「同等」を表す場合もあ

る。 
5  ビルマ語の「例示・比喩」を表す要素は “‑lò”“pòuɴ”のほかに “‑kɛ̂t̪ô”“‑pʰwɛ̀”、

“‑hnɛ̀”“hàɴ”“pămà”“ʔălá”“ʔăt̪wìɴ”“d̪ăd̪àɴ”などそれぞれ類語がある。いすれも、名詞後

置詞として使う。動詞に接続する場合は、付属語のときは動詞標識を使用し、自立

語は名詞化の手続きをする。 
6 原文の記述はローマ字、日本語、ビルマ語を使用しており、音韻表記や逐語訳などは

筆者によるものである。書式なども本稿の方式に合わせてある。 
7 ‑pàzè は直接に祝い・応援のメッセージを贈るときや願い事をするときに使用する慣

用表現であり、前田（2006）による「命令・祈願を表す用法」の場合は‑ʔàuɴ/‑pʰô 系

が使われる。 
8 それぞれ類語も存在するが、その都度触れることとする。 

                                                      

 

略号一覧 

⇒ 置き換え可能／= 統語レベル境界／- 形態レベル境界／+ NV 型動詞境界／~ 動詞連

続境界／ø ゼロ形態素／1SG 一人称単数／3SG 三人称単数／AC 限定節標識／AC.IRR 限定

節標識、叙想法／AC.RLS 限定節標識、叙実法／ACC 対格助詞／ADV 副詞化接尾辞／

AUG 指大辞／AUX 助動詞／AUX.caus 助動詞、使役的／AUX.cc 助動詞、変化の完了／

AUX.comp 助動詞、比較／AUX.dcsv 助動詞、決定的／AUX.def 助動詞、確定的／

AUX.defer 助動詞、敬意／AUX.des 助動詞、願望／AUX.emp 助動詞、経験／AUX.exc 助動

詞、過剰／AUX.imp 助動詞、命令／AUX.inev 助動詞、不可避・当為／AUX.mut 助動詞、

相互／AUX.pc 助動詞、変化の過程／AUX.pos 助動詞、可能性／AUX.rep 助動詞、代表的
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／AUX.skill 助動詞、熟練／AUX.situ 助動詞、状況的／AUX.uncons 助動詞、無意識／

CAUS 理由節標識／CLF 助数詞／CNSQ 結果節標識/単純接続／COM 共格助詞／COND 条件

節標識／DET 限定詞／DM 談話標識／DM.cntr 談話標識、対比／DM.foc 談話標識、焦点

／EXCL 除外格助詞／GEN 属格助詞／HON 敬称／INS 具格助詞／LOC 所格助詞／M 男性話

者／NAME 固有名詞／NC.RLS 名詞化節標識.叙実法／NMLZ 名詞化／NOM 主格助詞／OBL

斜格／PAST.T 過去時格助詞／PL 複数接尾辞／PLT 丁寧法／QUOT 引用標識／TER 到格助

詞／TOP 主題標識／VS動詞文標識／VS.IMP 動詞文標識.命令法／VS.INC 動詞文標識.生起

法／VS.IRR 動詞文標識.叙想法／VS.NEG 動詞文標識.否定法／VS.OPT 動詞文標識.希求法

／VS.PROH 動詞文標識.禁止法／VS.RLS動詞文標識.叙実法 

 

音韻表記 

本稿の音韻表記は基本的に東京外国語大学ビルマ語発音モジュール理論編の岡野式

（2021）に従っている。http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/my/pmod2/（2022/9/8 最終閲覧） 
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付録 

例文のビルマ語表記 

翻訳 A-1：မနိာကိǽ က အံအ့ားသင်သ့ာွးသလိǽနဲ ့ ထေအာ်လိǽကတ်ယ။် 

翻訳 A-2：မနိာကိǽ က အံအ့ားသင်သ့ာွးတဲပံ့ǽစနံဲ ့ ထေအာ်လိǽကတ်ယ။် 

翻訳 B-1：မေနက့ မိǽးမရွာသလိǽပဲ။ 

翻訳 B-2：မေနက့ မိǽးမရွာဘǾး(လိǽ)့ ထငတ်ယ။် 

翻訳 C-1：စာေမးပွဲေအာငဖိ်ǽ(့(လိǽ)့အတကွ)် အပတတ်ကǽတ ်Ƴကǿိးစားခဲတ့ယ။် 

翻訳 C-2：စာေမးပွဲေအာငေ်အာင(်လိǽ)့ အပတတ်ကǽတ ်Ƴကǿိးစားခဲတ့ယ။် 

翻訳 D：မနကပိ်ǽငး် ဖǽနး်ဆကဖိ်ǽ ့ မǺာတယ။် 

(1) ဝယလ်ိǽအားနဲ ့ ေရာငး်လိǽအားက အြပနအ်လǺနသ်ကေ်ရာကမ် ˪ǹǺိသလိǽပဲ။ 

(2) ဝယလ်ိǽအားနဲ ့ ေရာငး်လိǽအားက အြပနအ်လǺနသ်ကေ်ရာကမ် ˪ǹǺိသလိǽလိǽပဲ။ 

(3) ဝယလ်ိǽအားနဲ ့ ေရာငး်လိǽအားက အြပနအ်လǺနသ်ကေ်ရာကမ် ˪ǹǺိတဲပံ့ǽပဲ။ 

(4) တာနာကာစ ံြပငသ်စ်လိǽ ေြပာတတသ်ာွးƱပီ။ 

(5) တာနာကာစ ံြပငသ်စ်လိǽ ေြပာတတလ်ာƱပီ။ 

(6) ြမငသ်ာွးƱပီ။ ƭကားသာွးƱပီ။ 

(7) ြမငရ်Ʊပီ။ ƭကားရƱပီ။ 

(8) ဒေီနရာကိǽ ဘယသ်Ǿမဆိǽ သံǽးလိǽရ့ေအာင ်လǽပ်တယ။် 

(9) ဌာနမး˫ကလကေ်အာကက်ဝနထ်မး်ေတကွိǽ အလǽပ်ေစာေစာသမိး်ဖိǽ ့ {ေြပာတယ/်အမနိ်ေ့ပးတယ}်။ 
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(10) ဌာနမး˫က လကေ်အာကက်ဝနထ်မး်ေတကွိǽ အလǽပ် ေစာေစာ သမိး်ခိǽငး်တယ။် 

(11) ဒ ီPCကိǽ အြမငအ်ာǸံǽချိǿ ˺ယငွး်တဲသ့Ǿေတလွညး် အသံǽးြပǿǳိǽငေ်အာင ်ဒဇိီǽငး်ဆွထဲားတယ။် 

(12) ဒ ီရာထǾးတိǽးစနစက် အမျိǿးသားေတအွတကွ ်အကျိǿးǹǺိေအာင ်လǽပ်ထားတယ။် 

(13) ဂျပနလ်Ǿမျိǿးေတကွ သǾတစ်ပါးကိǽ အေǳǺာင်အ့ယǺက ်မေပးမေိအာင ်အƱမသဲတထိားေနတယ။် 

(14) ဒေီနရာမǺာ အရငတ်ǽနး်က ဘǽရားǹǺိခိǽးေကျာငး်Ƴကးီတစခ်ǽ ǹǺိခဲဖ့Ǿး သလိǽပဲ။ 

(15) ဒေီနရာမǺာ အရငတ်ǽနး်က ဘǽရားǹǺိခိǽးေကျာငး်Ƴကးီတစခ်ǽ ǹǺိခဲဖ့Ǿးတယ(်လိǽ)့ ထငတ်ယ။် 

(16) သǾတိǽဟ့ာ ဒမီိǽကေရစပီါတအီƳကးီပိǽငး်ေတကွ ထရမ်အ့ေပȆေဝဖနေ်နမက˪ိǽ ƭကားသƱိပီး 

မမိိတိǽက့ိǽလညး် ေလǺာငေ်ြပာငေ်နသလိǽ ခံစားမƭိကတယ။် 

(17) ဒ ီရလဒက်ိǽပဲ ƭကည်မ့ယဆ်ိǽရငေ်တာ ့ခǽနက ပထမǹǺငး်ြပချကက် မǺနသ်လိǽလိǽပဲ။ 

(18) ဒ ီရလဒက်ိǽပဲ ƭကည်မ့ယဆ်ိǽရငေ်တာ ့ခǽနက ပထမǹǺငး်ြပချကက် မǺနသ်လိǽ ထငရ်တယ။် 

(19) ဒ ီရလဒက်ိǽပဲ ƭကည်မ့ယဆ်ိǽရငေ်တာ ့ခǽနက ပထမǹǺငး်ြပချကက် မǺနတ်ယလ်ိǽ ့ ထငရ်တယ။် 

(20) အလနွတ်စ်သားတညး်ကျေနတဲ ့ လǾအ့ဖွဲ˺အစညး်မǺာ သကǹ်Ǻငေ်နသǾေတကွိǽ အပိတသ်ေဘာဆန ်

ေနသလိǽ ြမငရ်ပါတယ။် 

(21) “မြဖစǳ်ိǽငဘ်Ǿး” ဆိǽƱပီး အံƭ့သသာွးတဲပံ့ǽနဲ ့ ေြပာလိǽကတ်ယ။် 

(22) ??လငွ်ပ့ျံကǽနသ်လိǽ အလနွေ်ရာငး်ရတယ။် 

(23) လယြ်ပငမ်Ǻာ ဆငသ်ာွးသလိǽ ထငǹ်Ǻားတယ။် 

(24) ဒဏရ်ာြပငး်တာေတာင ်ဘာမǺမြဖစသ်လိǽနဲ ့ တစေ်ယာကတ်ညး် လမ်းေလȂာကြ်ပနလ်ာတယ။် 

(25) ဒဏရ်ာြပငး်တာေတာင ်ဘာမǺမြဖစ်တဲပံ့ǽ(စ)ံနဲ ့ တစေ်ယာကတ်ညး် လမ်းေလȂာကြ်ပနလ်ာတယ။် 
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(26) ဒဏရ်ာြပငး်တာေတာင ်ဘာမǺမြဖစ်တဲအ့တိǽငး် တစေ်ယာကတ်ညး် လမး်ေလȂာကြ်ပနလ်ာတယ။် 

(27) ဒသီǽေတသနရလဒက်ိǽ ဒလီိǽ အကျǶးချǿပ်လိǽရ့ပါတယ။် 

(28) ဤသǽေတသနရလဒက်ိǽ ေအာကပ်ါအတိǽငး် စǽစညး်ေဖာ်ြပǳိǽငသ်ည။် 

(29) ေရခလဲိǽ ေအးစကတ်ယ။်（大野 1995: 604） 

(30) ကျေနာ် ေြပာသလိǽ လǽပ်စမ်းပါ။（大野 1995: 604） 

(31) ကမȪာƳကးီသည ်လေိမȫာ်သးီကဲသ့ိǽ ့ လံǽးဝိǽငး်သည။်（大野 1995: 604） 

(32) ǳǺစေ်ယာကတ်ညး်စကားေြပာသကဲသ့ိǽ ့ ေြပာသည။်（大野 1995: 604） 

(33) အြမနလ်ာဘိǽ⋆့ေြပာပါ။（大野 1995: 604）《⋆ဖ/pʰâ/を ဖိǽ ့/pʰô/と綴る場合もある。》 

(34) ေကျာငး်ချိနမ်Ǻီ⋆ေအာင ်တကပ်ါ။（大野 1995: 604）《⋆現代正書法では မီと綴る。》 

(35) အပ်ိမေပျာ်ရန ်Ƴကǿိးစားသည။်（大野 1995: 605） 

(36) ဒအီတိǽငး်လǽပ်ပါ။（大野 1995: 605） 

(37) ကျနး်မာပါေစ။（大野 1995: 605） 

(38) မနကဖ်နအ်တကွ ်ေတးွပǾမေနနဲ။့（大野 1995: 527） 

(39) လကေ်ဆးဘိǽ ့ ဆပ်ြပာလိǽတယ။်（大野 1995: 527） 

(40) ေမျာကလ်ိǽ ေဆာတ့ယ။် ／ေမျာကက်ဲသ့ိǽ ့ ေဆာသ့ည။် 

(41) မေနက့ မိǽးရွာသလိǽပဲ။ ／မေနက့ မိǽးရွာတဲပံ့ǽပဲ။ 

(42) မေနက့ မိǽးရွာသလိǽလိǽပဲ။ 

(43) မနကဖ်န ်မိǽးရွာမလိǽပဲ။ ／မနကဖ်န ်မိǽးရွာမယ်ပံ့ǽပဲ။ 
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(44) မနကဖ်န ်မိǽးရွာမလိǽလိǽပဲ။ 

(45) အေကာငး်Ƴကးီ မဟǽတသ်လိǽ အဆိǽးƳကးီလညး် မဟǽတဘ်Ǿး။ 

(46) (a) တချိǿ˺ေတကွ ေနǳိǽငလ်နွး်ƭကသလိǽ တချိǿ˺ေတကွျေတာလ့ညး် ကိǽယက်ျိǿးစနွ်လ့နွး်ƭကတယ။် 

(b) တချိǿ˺ေတကွေနǳိǽငလ်နွး်ƭကသေလာက ်တချိǿ˺ေတကွျေတာလ့ညး် ကိǽယက်ျိǿးစနွ်လ့နွး်ƭကတယ။် 

(47) ဆရာဆာတိǽးက စာသငေ်ကာငး်သလိǽ ေကျာငး်သားေတအွေပȆလညး် ကǸǽဏာထားတယ။် 

(48) ဒဆီိǽငက် ေခါကဆ်ွကဲ ေဈးသကသ်ာသလိǽ စားလိǽလ့ညး်ေကာငး်လိǽ ့ တစ်ပတတ်စခ်ါေတာ ့

လာစားြဖစ်တယ။် 

(49) ဒဆီိǽငက် ေခါကဆ်ွကဲ ေဈးသကသ်ာသလိǽ အရသာလညး်ေကာငး်တယ။် 

(50) သǾတိǽရဲ့ ့ ြပဇာတက် ပညာသားပါသလိǽ ရယလ်ညး်ရယရ်တယ။် 

(51) အရမး် အားနာရသလိǽ ေကျးဇǾးေတလွညး် အထပ်ထပ် တငရ်ပါတယ။် 

(52) လǾငယေ်တရဲွအ့ေတးွက ေခတသ်စ်ကိǽ ဖနတ်းီလိǽကသ်လိǽ ေခတƳ်ကးီကလညး် 

လǾငယေ်တရဲွအ့ေတးွကိǽ ပိǽမိǽ ရင်သ့နေ်အာင ်ပျိǿးေထာငေ်ပးေနပါတယ။် 

(53) လǾေတမွǺာ အသကǹ်Ǻိသလိǽ အပငေ်တမွǺာလညး် အသကǹ်Ǻိတယ။် 

(54) ကျနး်မာေအာငေ်နပါ။ ⇒ ကျနး်မာစာွေနပါ။ 

(55) ေပျာ်ေအာငေ်နပါ။ ⇒ ေပျာ်ရȄငစ်ာွေနပါ။ 

(56) ေသေအာငအ်ပ်ိတယ။် ⇒ အေသ အပ်ိတယ။် 

(57) ေသတဲအ့တိǽငး် အပ်ိေနတယ။် ／ အေသေကာငလ်ိǽ အပ်ိေနတယ။် 

(58) (a) ဆံǽးေအာငƭ်ကည်ေ့ပးတဲအ့တကွ ်ေကျးဇǾးတငပ်ါတယ။် 
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(b) အဆံǽး(အ)ထƭိကည်ေ့ပးတဲအ့တကွ ်ေကျးဇǾးတငပ်ါတယ။် 

(c) ဆံǽးတဲအ့ထƭိကည်ေ့ပးတဲအ့တကွ ်ေကျးဇǾးတငပ်ါတယ။် 

(59) (a) ကǽနေ်အာင/် အကǽနစ်ားမယ။် ⇒ ကǽနတ်ဲအ့ထ(ိေအာင)်စားမယ။် 

(b) Ʊပီးေအာင/် အƱပီးေရးမယ။် ⇒ Ʊပီးတဲအ့ထ(ိေအာင)်ေရးမယ။် 

(c) ဝေအာင/် အဝစားမယ။် ⇒ ဝတဲအ့ထ(ိေအာင)် စားမယ။် 

(d) ေရာကေ်အာင/် အေရာကသ်ာွးမယ။် ⇒ ေရာကတ်ဲအ့ထ(ိေအာင)် သာွးမယ။် 

(e) ကွေဲအာင/် အကွခဲွမဲယ။် ⇒ ကွတဲဲအ့ထ(ိေအာင)် ခွမဲယ။် 

(f) ြပတေ်အာင/် အြပတြ်ဖတမ်ယ။် ⇒ ြပတတ်ဲအ့ထ(ိေအာင)် ြဖတမ်ယ။် 

(g) ေသေအာင/် အေသသတမ်ယ။် ⇒ ေသတဲအ့ထ(ိေအာင)် သတမ်ယ။် 

(h) ǳိǽငေ်အာင/် အǳိǽငတ်ိǽကမ်ယ။် ⇒ ǳိǽငတ်ဲအ့ထ(ိေအာင)် တိǽကမ်ယ။် 

(60) ပǽပ်ေအာင/်အပǽပ် ထားတယ။် ⇒ အပǽပ်ခ ံ(ထား)တယ။် 

(61) ေြခာကေ်အာင/်အေြခာက ်ထားတယ။် ⇒ အေြခာကခ် ံ(ထား)တယ။် 

(62) ေအးေအာင/်အေအး ထားတယ။် ⇒ အေအးခ ံ(ထား)တယ။် 

(63) (a) ေကာငး်ေအာငလ်ǽပ်တယ။် (b) ဆိǽးေအာငလ်ǽပ်တယ။် 

(64) အများသေိအာင/်ဖိǽေ့ƭကညာတယ။် 

(65) အများသရိန/်ေစရန（်/ေစဖိǽ）့ေƭကညာသည။် 

(66) ြပဿနာမြဖစ်ေအာင/်ဖိǽ ့ သညး်ခရံမယ။် 

(67) ြပဿနာမြဖစ်ရန/်ေစရန（်/ေစဖိǽ）့သညး်ခရံမည။် 
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(68) ဖǽနး် ပိတထ်ားေပးဖိǽ ့/*ေအာင ်ေမတȢ ာရပ်ခံအပ်ပါတယ။် 

(69) ဖǽနး် ပိတထ်ားေပးပါရန/်*ေစရန ်ေမတȢ ာရပ်ခအံပ်ပါသည။် 

(70) လကေ်ဆးရန ် ǳǺာေခါငး်စညး်တပ်ရန ် ြပတငး်ေပါကဖ်ငွ်ရ့န ်

(71) မေြပာဖိǽ ့/ေအာင ်တားတယ။် 

(72) （ကȁနေ်တာ်）ြပနဖိ်ǽ ့/*ေအာင ်လǽပ်ေနတယ။် 

(73) （ကȁနေ်တာ်）ြပနဖိ်ǽ ့/*ေအာင ်စǶးစားေနတယ။် 

(74) （သǾ）ကȁနေ်တာ့်ကိǽ ြပနေ်အာင/်*ဖိǽ ့ လǽပ်တယ။် 

(75) သǾတစပ်ါး ဒǽကȓေရာကေ်အာင/်*ဖိǽ ့ မလǽပ်ချငပ်ါနဲ။့ 

(76) စတိက်Ǿးနဲ ့ လကေ်တွ˺ တစ်ထပ်တညး်ကျေအာငလ်ǽပ်ဖိǽ ့/*ေအာင ်အငမ်တန ်ခဲယǶးလǺတယ။် 

(77) စတိက်Ǿးနဲ ့ လကေ်တွ˺ တစ်ထပ်တညး်ကျဖိǽ ့/*ေအာင ်အငမ်တန ်ခယဲǶးတယ။် 

(78) ကȁနေ်တာ် တကȒသိǽလဝ်ငခ်ွင်စ့ာေမးပွဲ ေြဖဆိǽဖိǽ ့/*ေအာင ်ေလȂာကထ်ားƱပီးƱပီ။ 

(79) စတိက်ǾးǳǺင် ့လကေ်တွ˺ တစ်ထပ်တညး်ကျရန/်*ေစရန（်/*ေစဖိǽ）့အငမ်တန ်ခဲယǶးသည။် 

(80) ကȁနေ်တာ် တကȒသိǽလဝ်ငခ်ွင် ့စာေမးပွဲ ေြဖဆိǽရန/်*ေစရန（်/*ေစဖိǽ）့ေလȂာကထ်ားƱပီး ြဖစသ်ည။် 


